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１ 企画総務局 

項  目 内       容 

 

１ 広島市勢要覧の

冊子作成 

【企画調整課】 

 

１ 見直しの方向 

平成２７年度をもって廃止してはどうか。 

 

 

２ 事務・事業の概要 

市政の概況や、市政の基本的な方向等を取りまとめて公表することによ

り、広く市民に本市に対する理解を深めてもらうとともに、本市の文化、歴

史等の情報を写真や図表を用いて分かりやすく紹介し、市内外にその魅力を

発信する。 

なお、冊子と同様の内容を、本市ホームページにおいても掲載している。 

 

【平成２６年度作成冊子】 

 Ａ４版５０ページ、７００部作成 

 

 

３ 見直しの理由 

市勢要覧による情報提供をホームページに一元化することにより、印刷経 

費等の削減を図るとともに、掲載情報の更新をより迅速に行うことができ

る。 

 

 

４ 平成２７年度当初予算額 

３８万７千円 

 

 

５ 見直し効果額 

平成２８年度  △３８万７千円  

 

 

 

 

 

【総務関係】 
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２ 市民局 

項  目 内       容 

 

１ 市立高等学校 

公開講座開催 

【生涯学習課】 

 

１ 見直しの方向 

受益者負担の適正化の観点から、参加者負担金を増額し、歳入確保を図

ってはどうか。 

 

２ 事務・事業の概要 

⑴ 目的 

市立高等学校が有する専門的な教育機能を広く地域社会に開放し、市

民に学習機会を提供することにより、市民の生涯学習活動の推進を図

る。 

 ⑵ 内容 

   学校及び住民代表者等で構成する各高等学校公開講座運営委員会へ委

託し、学校の特色を生かした公開講座を実施する。 

  (例) 専門的知識・技術に関する講座（パソコン操作等）、一般的な教養

に関する講座（絵画、書道、科学等） 

 ⑶ 年間学習時間 

  ① Ａ講座 １０時間  ② Ｂ講座 ２０時間 

  

３ 見直しの理由 

現行の参加者負担金（時間単価１００円）は、平成２７年度予算ベース

で事業費の４割程度であり、実際は参加者の定員割れにより、これをさら

に下回る状況となっている。 

 このため、受益者負担の適正化の観点から公民館やまちづくり市民交流

プラザ等で実施している講座等の参加者負担金との均衡も考慮し、平成 

２７年度予算ベースで事業費のほぼ全額を賄うことができる金額（時間単

価２００円）に来年度から改定する。 

【現行】 

区分 
参加者負担金 

(a) 単価 講座数 
参加者数 

(b) 
歳入見込 
(a×b) 

Ａ講座 1,000円/人 100円

/H 

1講座  30人(@30人×1講座) 30,000円 

Ｂ講座 2,000円/人 9講座 270人(@30人×9講座) 540,000円 

計 570,000円 

【改定後】 

区分 
参加者負担金 

(a) 
単価 講座数 

参加者数 
(b) 

歳入見込 
(a×b) 

Ａ講座 2,000円/人 200円

/H 

1講座 30人(@30人×1講座) 60,000円 

Ｂ講座 4,000円/人 9講座 270人(@30人×9講座) 1,080,000円 

計 1,140,000円 

 

４ 平成２７年度当初予算額 

１３０万１千円 

特定財源(参加者負担金)  ５７万円 

 

５ 見直し効果額 

平成２８年度  ５７万円の増収 
 

 


